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［
主
な
職
歴
］

一
九
四
六
年
一
月
二
四
日
　
生
ま
れ

一
九
六
四
年
三
月
　
　
　
　
琉
球
政
府
立
　
那
覇
高
等
学
校
　
卒
業

一
九
六
八
年
三
月
　
　
　
　
香
川
大
学
経
済
学
部
　
卒
業

一
九
六
八
年
四
月
　
　
　
　
家
業
に
従
事

一
九
七
〇
年
四
月
　
　
　
　
一
橋
大
学
大
学
院
修
士
課
程
入
学
（
理
論
経
済
学
・
経
済
政
策
専
攻
）

一
九
七
二
年
四
月
　
　
　
　
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
入
学
（
理
論
経
済
学
・
経
済
政
策
専
攻
）

一
九
七
五
年
三
月
　
　
　
　
同
大
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得

一
九
七
六
年
四
月
　
　
　
　
法
政
大
学
第
一
教
養
部
専
任
講
師
就
任

一
九
七
八
年
四
月
　
　
　
　
同
大
学
第
一
教
養
部
助
教
授
就
任

一
九
八
二
年
四
月
　
　
　
　
同
大
学
第
一
教
養
部
教
授
就
任

二
〇
〇
三
年
四
月
　
　
　
　
同
大
学
法
学
部
教
授

二
〇
〇
六
年
四
月
　
　
　
　
同
大
学
大
学
院
国
際
日
本
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
兼
担

二
〇
一
六
年
三
月
　
　
　
　
同
大
学
退
職



法
学
志
林
　
第
一
一
四
巻
　
第
四
号�

四

［
非
常
勤
講
師
等
］

一
九
七
八
年
か
ら
二
〇
一
四
年
度
ま
で
、
明
治
大
学
、
中
央
大
学
、
慶
応
大
学
、
学
習
院
大
学
、
埼
玉
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、
一
橋
大

学
等
で
二
～
三
年
単
位
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。
も
っ
と
も
長
期
に
渡
っ
た
の
は
一
橋
大
学
で
あ
る
。

［
法
政
大
学
で
の
主
な
役
職
等
］

通
信
教
育
部
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
四
月
─
二
〇
一
二
年
三
月

法
政
大
学
評
議
員
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
四
月
─
二
〇
一
二
年
三
月

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
長
　
　
二
〇
〇
八
年
四
月
─
二
〇
一
五
年
三
月

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
副
所
長
　
二
〇
一
五
年
四
月
─
二
〇
一
六
年
三
月

［
学
会
で
の
役
職
］

経
済
理
論
学
会
　
幹
事
・
機
関
誌
「
季
刊
経
済
理
論
」
編
集
委
員
　
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
八
年
三
月

経
済
理
論
学
会
　
幹
事
・「
季
刊
経
済
理
論
」
編
集
委
員
長
　
　
　 

二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月
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［
海
外
研
修
］

ロ
ン
ド
ン
大
学
歴
史
学
研
究
所
　
一
九
八
三
年
四
月
～
一
〇
月

レ
ス
タ
ー
大
学
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
九
月
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一
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［
主
な
研
究
業
績
］

単
　
著

『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学
』
青
木
書
店
、
一
九
八
七
年

『
現
代
資
本
主
義
の
経
済
理
論
』
青
木
書
店
、
一
九
九
〇
年

『
改
訂
増
補
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
近
代
経
済
学
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年

『
経
済
学
』（
法
政
大
学
通
信
教
育
テ
キ
ス
ト
）、
二
〇
〇
九
年

『
経
済
学
』（
増
補
改
訂
　
法
政
大
学
通
信
教
育
テ
キ
ス
ト
）、
二
〇
一
四
年

『
沖
縄
自
立
の
経
済
学
』
七
ツ
森
書
房
、
二
〇
一
六
年
三
月

共
　
著

『
現
代
の
経
済
学
　
上
』
青
木
書
店
、
関
恒
義
編
、
一
九
七
八
年

『
現
代
の
経
済
学
　
下
』
青
木
書
店
、
関
恒
義
編
、
一
九
七
九
年

『
経
済
原
論
講
義
』
有
斐
閣
、
松
石
勝
彦
編
、
一
九
八
二
年

『
レ
ジ
ャ
ー
と
現
代
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
、
安
江
・
村
串
編
、
一
九
九
九
年
三
月

『
講
座
　
資
本
論
体
系
一
〇
　
現
代
資
本
主
義
』
有
斐
閣
、
北
原
・
本
間
・
鶴
田
編
、
二
〇
〇
一
年

『
戦
後
七
〇
年
の
日
本
資
本
主
義
』
新
日
本
出
版
、
二
〇
一
六
年
六
月
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七

論
　
文

「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
発
生
根
拠
と
そ
の
本
質
的
機
能
─
大
内
力
氏
の
国
独
資
論
の
検
討
─
」、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
七
〇
巻
二

号
、
一
九
七
三
年
八
月

「
生
産
価
格
と
独
占
価
格
」、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
七
一
巻
五
号
、
一
九
七
四
年
五
月

「
独
占
の
資
本
蓄
積
と
景
気
循
環
の
変
容
」、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
七
五
巻
二
号
、
一
九
七
六
年
二
月

「
独
占
と
競
争
」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』、
一
九
七
六
年
七
月

「
独
占
と
資
本
蓄
積
」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
二
五
号
、
一
九
七
七
年
七
月

「
池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
一
検
討
」、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
八
〇
巻
四
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月

「
池
上
惇
氏
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
一
検
討
─
承
前
─
」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
三
四
号
、
一
九
八
〇
年
二
月

「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働
者
の
地
位
」、
一
橋
大
学
『
一
橋
論
叢
』
第
八
六
巻
五
号
、
一
九
八
一
年
一
一
月

「
沖
縄
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
（
そ
の
一
）」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
八
七
号
、
一
九
九
三
年
二
月

「
沖
縄
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
（
そ
の
二
）」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
九
四
号
、
一
九
九
五
年
二
月

「
沖
縄
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
（
そ
の
三
）」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
一
〇
八
号
、
一
九
九
九
年
二
月

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
由
貿
易
論
」、
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』
第
一
一
七
～
一
一
八
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月

「
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
批
判
─
自
由
貿
易
論
を
め
ぐ
っ
て
─
」
法
政
大
学
教
養
部
『
紀
要
』、
二
〇
〇
二
年
二
月

「
比
較
生
産
費
原
理
に
つ
い
て
の
大
石
雄
爾
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
」、
政
治
経
済
研
究
所
、『
政
経
研
究
』
第
八
一
号
、
二
〇
〇
三
年

「
ス
ミ
ス
の
『
資
本
投
下
の
自
然
的
順
序
』
論
と
自
由
貿
易
論
、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』、
二
〇
〇
七
年
一
月

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
も
の
ご
と
の
自
然
的
順
序
』
と
『
資
本
の
用
途
』
に
つ
い
て
」
経
済
志
林
二
〇
一
一
年
三
月
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「
ト
リ
ク
ル
・
ダ
ウ
ン
理
論
と
は
何
か
」、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』、
二
〇
一
四
年
九
月
号

「
ケ
イ
ン
ズ
、
新
自
由
主
義
と
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
批
判
と
社
会
認
識
の
変
革
」、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』、
二
〇
一
二
年
五
月
号

「
自
然
的
自
由
の
体
系
と
倫
理
─
『
道
徳
的
諸
感
情
』
改
訂
の
意
義
に
つ
い
て
─
」
法
学
志
林
二
〇
一
五
年
一
二
月

「
ピ
ケ
テ
ィ
と
マ
ル
ク
ス
」、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』
№
二
四
三
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
号

「
基
地
と
沖
縄
経
済
」、
東
京
唯
物
論
研
究
会
機
関
誌
『
唯
物
論
』
第
九
〇
号
、
二
〇
一
六
年
一
一
月

書
　
評

Ｒ
・
Ｄ
ウ
ル
フ
＆
Ｓ
・
Ａ
レ
ズ
ニ
ッ
ク
『
二
つ
の
経
済
学
─
マ
ル
ク
ス
主
義
対
新
古
典
派
』、
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

大
石
雄
爾
編
『
労
働
価
値
論
の
挑
戦
』、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』
№
六
一
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
号

井
村
喜
代
子
『
現
代
日
本
経
済
論
（
新
版
）』、
三
田
学
会
雑
誌
九
三
巻
四
号
、
二
〇
〇
一
年
一
月

大
城
常
夫
・
高
良
倉
吉
・
真
栄
城
守
定
『
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
』、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
報
、
第
四
九
号
、
二
〇
〇
一
年
三

月工
藤
晃
『
経
済
学
を
い
か
に
学
ぶ
か
』、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』、
二
〇
〇
七
年
七
月

長
島
誠
一
『
現
代
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』、
新
日
本
出
版
社
『
経
済
』、
二
〇
〇
八
年
一
一
月

井
村
喜
代
子
『
世
界
的
金
融
危
機
の
構
図
』、
三
田
学
会
雑
誌
一
〇
三
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月


